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第１ 経営戦略策定の背景 

１ 策定の趣旨 

  本市では、平成２５年度に主要施策や中期財政収支計画、経営基盤強化への取組方針などを 

定めた「北茨城市水道ビジョン（平成２６年度～平成３５年度）」を策定し、計画の達成に向 

けた事業運営に努めてきました。 

この間、東日本大震災による災害復旧事業を最優先に取り組みながら、平成１８年度から年 

次計画のもと老朽管更新事業として総延長４２ｋｍの整備及び各種老朽施設等の改良更新事業 

を推進してまいりました。 

 しかしながら、近年、水道事業においては、保有する固定資産の老朽化に伴う大規模な更新 

期の到来や今後予測される人口減少等により、経営環境は厳しさを増しており、不断の経営健 

全化の取組が求められています。 

こうした中、総務省は、平成２６年８月２９日付け「公営企業の経営に当たっての留意事項 

について」を通知し、水道事業を将来にわたって安定的に事業を継続していくための中長期的 

な基本計画である「経営戦略」の策定を地方公共団体に要請しています。また、平成２８年１ 

月には経営戦略策定の支援として「経営戦略の策定推進について」を通知し、策定指針として 

「経営戦略策定ガイドライン」を示しています。 

本市においては、人口減少等による水需要の減少に加え、節水機器普及等の影響により料金 

収入が減少傾向となっているほか、経年劣化により老朽化した施設や管路の改修・更新の課題 

など、水道事業を取り巻く環境は大きな局面を迎えています。 

このような状況から、良好な水質管理のもと、将来にわたって安全で安心な水道水を安定に 

 供給し続けるべく、今後の経営基盤の強化・投資の合理化を図るため、今後、取り組むべき具 

体的な施策や経営の見通しなどを明らかにし、適切な目標設定を行うことを目的に中長期的な 

経営の基本方針として新たに「北茨城市水道事業経営戦略」を策定するものです。 

 

２ 計画の位置づけ 

 近年では、全国的な人口減少、節水意識の向上や節水機器の普及などによる水需要の減少、 

さらに水道施設の老朽化に伴う更新投資の増大など、料金収入によって経営を行う独立採算性 

を基本原則としている水道事業を取り巻く環境は厳しさを増しています。 

本市においても、給水人口及び水需要の減少が進む中で、施設の老朽化による水道施設の更 

新などは避けられないものであり、今後も水道の機能を維持するために健全性を確保しながら 

効率的かつ計画的に更新を行っていくことが必要不可欠となっています。 

本計画は、これらの事業環境の変化に対応した、今後の本市水道事業の中長期的な事業運営 

の基本計画となるものです。 

 

３ 計画期間 

  この経営戦略は、令和３年度から令和１２年度までの期間を対象とします。 

なお、経営戦略の進捗管理については毎年度実施することで、その効果を確認するとともに、 

経営に影響を及ぼす法令等の改正や社会経済情勢等による水需要動向を的確に把握し、必要に 

応じて事業計画や数値目標等の見直し（改善）を図るものとします。 

 

１ 
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第２ 事業の概要 

１ 事業の現状 

（１） 給水                          令和２年３月３１日現在 

供用開始年月日 昭和 27 年 12 月 15 日 計画給水人口 49,420 人 

法適（全部・財務） 

・非適の区分 
法適（全部） 

現在給水人口 40,161 人 

有収水量密度 0.76 千 m3／ha 

（２） 施設                          令和２年３月３１日現在 

水 源 ☑表流水、☑ダム、□伏流水、□地下水、□受水、□その他（複数選択可） 

施 設 数 
浄水場設置数 4 

管路延長 308.6 千 m 
配水池設置数 11 

施設能力 30,980m3／日 施設利用率 56.8m3／日 

（３） 料金 

    ア 料金体系の概要・考え方 

本市の水道料金は、メーターの口径別に設定された基本料金（定額料金）と、使用 

水量段階別に設定された従量料金（超過料金）の二部料金制を採用しています。 

なお、料金等に関しては条例において設定し、２か月ごとに請求しています。 

イ 料金改定 

本市水道事業では、学識経験者や市民代表等からなる水道料金等審議会を設置し、 

経営改善に向けた取組や料金等のあり方に関して協議いただいた結果を踏まえ、直近 

では、平成３０年８月１日に水道料金の改定（平均改定率１８．２９％）を行い、経 

営の健全化を図っています。〔消費税のみの改定は除く〕 

 

  【料金表】                                （税抜） 

メーター口径 
基本料金(０㎥～１０㎥) 従量料金(１㎥当たりの単価) 

基本水量 ２か月につき 水量 11～20 ㎥ 水量 21～60 ㎥ 水量 61 ㎥以上 

13 ㎜  

 

 

10 ㎥ 

2,400 円 

70 円 174 円 205 円 

20 ㎜ 3,200 円 

25・30 ㎜ 4,940 円 

40 ㎜ 8,840 円 

50 ㎜ 14,820 円 

75 ㎜ 27,040 円 

100 ㎜ 44,200 円 

150 ㎜ 91,000 円 
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ウ 組織 

水道施設の更新整備、維持管理、給水装置工事等の審査を行う「施設課」と予算・ 

会計・出納及び料金の管理を担当する「業務課」の２課体制となっており、職員構成 

は施設課１４名、業務課６名としています。 

また、水道の開始・休止の受付、水道料金の徴収、量水器検針等の業務を民間会社 

に委託しています。 

     

 

     

【令和２年度現在／組織体制、職員数・課別年齢構成表】 

 

２ これまでの主な経営健全化への取組 

（１）同じ公営企業である工業用水道事業を水道事業組織の中で合わせて運営し、共同の維持

管理体制下とすることで、効率的な経営に努めています。 

（２）水質検査の民間委託をはじめ、検針・窓口収納を含む料金徴収業務等を業務委託した 

ことにより、人件費を含む経費の削減が図られています。 

（３）老朽施設の更新工事財源として、内部留保資金の活用と企業債の借入れなどに必要な 

投資資金を確保するところ、企業債発行割合を８０％に抑え、償還据置期間を５年から 

無しとするなど償還額の将来負担に留意しつつ、今後も企業債残高が適正な水準を維持 

できるよう努めながら、経費の効率化等により節減を進め、自己財源で運営していける 

よう取り組んでいます。 

（４）料金システムや会計システム等の導入により、業務の効率化を図りました。 

（５）石綿セメント管を現在更新しており、管路の耐震化率と有収率の向上、漏水事故の減 

    少に取り組んでいます。 

 

 

３ 

施設課 業務課 合計

61歳～ 0人 0人 0人

51～60歳 7人 3人 10人

41～50歳 2人 1人 3人

31～40歳 1人 2人 3人

～30歳 4人 0人 4人

合計 14人 6人 20人



第２ 事業の概要                                                                  

 

３ 経営分析 

（１）経営の健全性・効率性について 

   経営比較分析表は「別紙１」のとおりとなります。 

ア 経常収支比率 

経常収支比率は１００％以上で、類似団体平均値と比較しても高い数値となってい 

     ます。要因としては、料金改定（平成３０年８月）に伴う増収が考えられます。 

イ 流動比率 

流動比率は１００％以上で、類似団体平均値と比較して低い数値となっています。 

このことから、短期的な債務に対する支払能力は有していますが、今後は更新投資等 

に充てる財源確保が必要となります。 

ウ 企業債残高対給水収益比率 

企業債残高対給水収益比率は、類似団体平均値と比較して高い数値となっており、 

今後も浄水場の更新工事に関する企業債の増加に伴い、高い数値で推移していくこと 

が考えられるため、定期的な料金改定を視野に入れながら経営改善を図っていく必要 

があります。 

エ 料金回収率 

料金回収率は１００％以上で、類似団体平均値との比較においても高い数値となっ 

ています。 

料金改定の影響もあり、給水収益により概ね経営に必要な経費を賄えています。 

オ 給水原価 

給水原価は、類似団体平均値との比較では低い数値となっていますが、今後、華川 

     浄水場の更新等による減価償却費が増加し、高い数値で推移していくことが考えられ 

     るため、投資の効率化等の検討を実施してまいります。 

カ 施設利用率 

施設利用率は、類似団体平均値と比較して低い数値となっています。 

給水人口の減少に伴う配水量の減少により、今後も減少傾向が見込まれるため、適 

     正な配水能力についての検討が必要になっています。 

    キ 有収率 

有収率は、類似団体平均値と比較して低い数値となっています。 

要因としては、管路の老朽化による漏水が増加しているためと考えられます。既に 

取り組んでいる老朽管更新や漏水調査に加え、要因についての更なる調査及び分析を 

実施してまいります。 

（２）老朽化の状況に付いて 

ア 有形固定資産減価償却率 

有形固定資産減価償却率は、類似団体平均値と比較して高い数値となっており、老 

     朽施設が多いことを示しています。今後は必要な施設投資について緊急性の高い内容 

を重視しつつ、計画的に更新を実施してまいります。 

 

 

 

４ 
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   イ 管路経年化率 

管路経年化率は、類似団体平均値と比較して高い数値となっており、著しく老朽化 

が進んでいることを示しています。管路の老朽化問題は喫緊の課題であることから、 

更新財源の確保や経営分析を図りながら計画的に更新を実施してまいります。 

ウ 管路更新率 

管路更新率は、類似団体平均値と比較し同等の数値となっています。前年との比較 

では高い数値となっており、今後も適切に管路更新を進めてまいります。 

（３）全体総括 

平成３０年の料金改定の実施により、経常収支比率、企業債残高対給水収益比率及び料 

金回収率は改善しているものの、その他の指標は類似団体平均値と比較すると若干低い数 

値となっています。 

今後も、給水人口の減少や管路・施設の老朽化が進むことが予測されるため、料金の適 

正化を検討するなど、更新財源の確保及び更なるコスト削減を図りながら計画的に事業を 

運営してまいります。 

 

【類似団体区分表】   

 「別紙１」経営比較分析表に記載されている類似団体についての区分表は下記のとおりです。 

本市は「区分：Ａ５」に該当します。      

給水形態 現在給水人口規模 区分 団体数 

末端給水事業 

都道府県・指定都市 政令市等 ２０ 

３０万人以上 Ａ１ ５０ 

１５万人以上３０万人未満 Ａ２ ７６ 

１０万人以上１５万人未満 Ａ３ ８８ 

５万人以上１０万人未満 Ａ４ １９８ 

３万人以上５万人未満 Ａ５ １９９ 

１．５万人以上３万人未満 Ａ６ ２５９ 

１万人以上１．５万人未満 Ａ７ １３１ 

５千人以上１万人未満 Ａ８ １８４ 

５千人未満 Ａ９ ４７ 

用水供給事業  Ｂ ６５ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

５ 
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第３ 将来の事業環境 

  本市では、市の行政目標や地域開発動向を的確に評価し、合理的な方法により推計を行って 

います。 

また、推計は水道事業、中郷簡易水道、関本簡易水道それぞれ個別に実施し、目標年度は令 

和１２年度（２０３０年）としています。 

 

１ 上水道事業における人口の推進方法 

人口の推計については、下記のフロー図に従い、行政区域内人口、給水区域内人口、給水人 

口の推計を行い、行政区域内人口の推計は、トレンド法、コーホート変化率法及びコーホート 

要因法により、すう勢人口の推計を行い、それに開発人口を加算して推計を行います。 

トレンド法は、過去の実績値の傾向が今後も続くことを想定し、実績のすう勢に最もよく適 

合する傾向線を用いて推計する方法であり、一方、コーホート法はその集団ごとの時間変化を 

軸に人口の変化を捉える方法です。 

 

【人口推計のフロー図】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

６ 

開発人口の推計 すう勢人口の推計 

行政区域内人口の推計 

給水区域内人口の推

計 

給水人口の推計 

① 実績すう勢からのトレン

ド ② ｺｰﾎｰﾄ要因

法 ③ ｺｰﾎｰﾄ変化率

法 

① トレンド法 

② コーホート変化率法 

③ コーホート要因法 

給水区域外人口の推

計 

給水区域外人口の推計 

給水普及率の推

計 

給水普及率の推

計 

人口の推計 
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 ２ 給水人口の予測 

給水人口は、行政区域内人口をもとに以下の計算式により算出します。 

また、給水区域内人口に給水普及率を乗じて算出したものが給水人口となり、その推計結果 

を下記の図に示します。 

 

（給水区域内人口）＝（行政区域内人口）－（給水区域外人口） 

（給水人口）＝（給水区域内人口）×（給水普及率） 

 

全国的な人口減少が見られる中、本市の人口も減少傾向を示しています。その結果、推計に 

おいても給水人口は令和１２年度で３４，６４２人となり、平成３１年度／令和元年度と比較 

すると１，５２８人減となっています。 

 

【給水人口の推移】 

     

   【給水人口の推移】                             （人） 

項 目 Ｈ３１／Ｒ１ Ｒ２ Ｒ７ Ｒ１２ 

給水人口 ３６，１７０ ３６，７９６ ３５，７４１ ３４，６４２ 
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３ 水需要の予測 

（１）有収水量 

有収水量の推計結果を下記の図に示します。 

ここでは、「ア 生活用」、「イ 業務・営業用」、「ウ 工場用」、「エ その他用」につい 

てそれぞれ推計し、それらの合計を有収水量の推計値としています。 

ア 生活用 

給水人口と連動して増減するため、人口一人あたりの一日の水道使用水量（以下、 

「生活用原単位」という。）を求め、「給水人口×生活用原単位」で使用水量を推計して 

います。 

イ 業務・営業用 

近年では使用水量が安定していることから、今後も同程度の水量で推移すると仮定し 

平成３１年度／令和元年度の実績値を見込んでいます。 

ウ 工場用 

これまでの実績が微増しているため、今後の推計値についても微増で推移すると見込 

んでいます。 

エ その他 

これまでの実績が微増しているため、推計値についても微増としました。 

 

【有収水量の推移】 

 

【有収水量】                              （㎥／日） 

項 目 Ｈ３１／Ｒ１ Ｒ２ Ｒ７ Ｒ１２ 

有収水量 １４，０４６ １４，２３５ １４，００１ １３，７４５ 
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（２） 一日最大給水量 

水需要量の推計結果を下記の図に示します。 

給水量は、節水意識の高まりや節水機器の普及、ライフスタイルの変化等により一人 

当たりの生活用水の使用水量が減少しており、市全体としても僅かながら減少傾向がみ 

られます。このため、長期的な視点での将来の給水人口及び給水量は、減少傾向となる 

ことが予測されています。 

その結果、推計における一日最大給水量は、令和１２年度には２０，４８８ｍ3／日と 

なる見込みです。 

 

【一日最大給水量の推移】 

 

【一日最大給水量】                            （㎥／日） 

項 目 Ｈ３１／Ｒ１ Ｒ２ Ｒ７ Ｒ１２ 

有収水量 １９，８９５ ２３，４２１ ２１，８９８ ２０，４８８ 

 

４ 料金収入の見通し 

長期的な視点においても、将来の給水人口及び給水量は減少傾向となることが予測され、水 

道事業を運営していくための財源となる料金収入の減少に繋がることから、経営状況は更に厳 

しくなることが見込まれています。 

また、かつては給水人口や給水量の増加に対応するために水道施設を建設し、拡張を進めて 

まいりましたが、今後は、これまでに建設した施設を健全な状態で維持していくための維持管 

理及び老朽化した施設等の更新事業が中心となるため、更新費用の確保が喫緊の課題となって 

います。 

このため、更新費用の確保策として、適正な料金体系についても検討してまいります。 
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５ 組織の見通し 

現在の組織体制は、経営の効率化を図るために水道施設の管理業務や検針・料金徴収業務等 

を民間委託したことにより、職員数は昭和５７年度ピーク時の４５人に比べ、２０人に減少し、 

最少人員で業務を運営しています。 

一方で、水道部門専用の技術職員等は年齢の偏りが生じており、各職員の技術継承が課題と 

なっているため、今後増加する老朽管更新事業や、老朽化施設更新事業の実施に必要な人材の 

育成と確保が課題となっています。 

 

第４ 経営の基本方針 

１ 安全な水道水の供給 

 （１）管路 

毎年約１．５億円の更新事業費を確保し、老朽管路の更新を計画しています。 

  （２）施設・設備の更新 

日々のメンテナンスを実施するとともに、別紙更新計画に沿って適切に施設・設備の 

更新を計画しています。 

 

２ 強靭な水道施設 

停電時対策として、重要施設（主に、中郷浄水場、華川分水場、住宅団地ポンプ場、富士ヶ 

丘取水場及び浄水場、石岡取水場及び浄水場）に自家発電設備等の設置を計画しています。 

 

３ 持続可能な経営 

（１）職員研修の推進と水道技術の伝承 

本事業の組織体制は経験豊富な職員が多く在籍する一方、経験年数の短い職員が少な 

   いことにより、専門知識や技術を有する職員の育成が課題となっています。このため、 

当面はサービス低下を招かぬよう現状を維持しつつ、包括的な業務委託の導入検討や研 

修会等への積極的参加などにより、技術力の向上と知識の継承に努めてまいります。 

（２）健全経営の確保 

老朽化対策を中心とした施設整備に関しては、今後も多額の投資が必要な状況となる 

ことから、老朽施設等の更新事業の推進に伴い、企業債残高に関しても増加が見込まれ 

ています。 

このことから、事業運営の効率化に向けて更なる維持管理費の圧縮に努めるとともに、 

将来の財政収支状況を考慮した水道料金体制の検討を行うため、経営戦略を通じて適正 

な財政計画を策定し、健全で持続可能な事業運営を目指してまいります。 
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第５ 投資・財政計画 

１ 投資・財政計画（収支計画） 

投資・財政計画（収支計画）については、「別紙２・３」のとおりとなります。 

（１）収益的収支の見通し 

収支の見通しを下記に示します。 

令和３年度の老朽化更新事業、令和４年度に華川分水場の自家発施設の更新、令和５ 

年度に華川浄水場配水池の更新、さらに石岡取水場・浄水場の自家発施設の更新事業を 

計画的に実施する場合、収支赤字が継続的に発生しますが、当面の間は、補てん財源残 

高で対応が可能であると分析しております。 

しかしながら、上記に掲げた老朽化に伴う水道施設・管路の更新事業等を遂行するた 

めには、経営努力のみでは限界があり、水の安定供給に影響を及ぼす可能性も想定され 

ます。 

 このような状況を回避し、安定した給水を継続するためには、引き続き効率的な事業 

運営を継続するとともに、事業計画・財政計画との調和を図りながら、水道料金の見直 

しについても検討することが必要となります。 

  

【収益的収支の見通し】 

 

 

（２）資本的収支の見通し 

収支の見通しを次ページに示します。 

令和２年度予算時においては、企業債の発行総額は５０億円を超過しておりますが、 

    本経営戦略の目標年度である令和１２年度には４１億円となる見込みです。 

また、４条収支の赤字分を補てんした後も現時点での試算では、補てん財源を確保で 

きるものと分析しております。 
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  【資本的収支の見通し】 

   

 

 ２ 投資・財政計画（収支計画）の策定に当たっての説明 

（１）収支計画のうち投資についての説明 

 

目 標 

法定耐用年数を経過している施設・機械・電気設備について適正な維持

管理を行い、長寿命化を図るとともに更新需要に対し投資の平準化（年

間平均で約５億円程度の更新費用）を図ります。 

  ア 施設及び設備の更新 

施設及び設備、管路の更新計画については、「別紙４」のとおりとなります。 

機械・電気設備・施設の多くは老朽化が進み更新時期を迎えていることから、今後 

は計画的な設備更新に取り組んでまいります。 

イ 管路更新 

管路は既に更新時期を迎えていることから、年間約１．５億円を計上し、順次更新 

工事を実施してまいります。 

（２）収支計画のうち財源についての説明 

 

目 標 

将来に向けての更新費用確保のため、これまでの経営実績をベースに計

画的な設備更新による運用を図ることで、安定した給水収益を確保でき

る経営基盤の構築に取り組んでまいります。 

ア 料金 

現状の料金体系から、有収水量に料金単価を乗じ、給水収益として計上しています。 

イ 補助金・出資金 

収益的収入として簡易水道事業に係る起債の利子償還分等への補助金、資本的収入 

として簡易水道事業に係る起債の元金償還分等への出資金を計上しています。 

    ウ 企業債 

企業債の対象額は、建設改良費の５０％とし、その企業債充当率（建設改良費に対 

する企業債借入額の割合）は、過去の実績から８０％としています。 
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    エ 繰入金・国庫補助金 

繰入金（基準外繰入）、国庫補助金については、妥当な事業がないことや、当面独 

     立採算に基づく経営を確保するため計上していません。 

オ 資金残高の確保 

事業運営において資金残高が枯渇することのないよう、以下の考え方により、財源 

確保の検討を行いました。 

（ア）ステップ１：収支不足分は、補填財源から補填します。 

     （イ）ステップ２：企業債を活用すると同時に企業債充当率を可能な限り低くします。 

     （ウ）ステップ３：企業債＋料金改定で将来の料金を設定します。 

 （３）収支計画のうち投資以外の経費についての説明 

    ア 人件費 

現状の職員数を維持しつつ、令和２年度以降においては若年層化を想定した一定の 

費用を計上しています。 

    イ 動力費 

令和元年度の実績（動力費単価）から、配水量を乗じた費用を計上しています。 

  ウ 修繕費 

現状の修繕内容において安定給水が図られているため、令和元年度の修繕費実績を 

ベースに計上しています。 

エ 材料費 

現状で安定給水が図られているため、令和元年度の材料費実績及び令和２年度決算 

見込額をベースに計上しています。 

（４）投資・財政計画（収支計画）に未反映の取組や今後検討予定の取組の概要 

    ア 投資についての検討状況等 

広域化 
県の広域化推進プランの策定状況を踏まえ、費用対効果

や住民への影響を考慮し、適宜検討します。 

民間の資金・ノウハウ等の活

用（PFI.DBO の導入等） 

先進団体の事例や近隣団体及び同規模団体等を注視し、

活用方法について調査・研究を行います。 

施設・設備の廃止・統合 

（ダウンサイジング） 

旧華川浄水場関連等、水道施設再編に伴う部分廃止縮小

のほか、水需要量と施設・設備の稼働状況から、適正な施

設・設備の更新規模について、適宜検討します。 

施設・設備の合理化 

（スペックダウン） 

現時点で具体的な計画はありませんが、更新に併せて将

来的な人口減少や水需要に応じて口径減の実施や経済性

の優れた管に代替を推進するなど、コスト縮減の可能性

について水需要量と施設・設備の稼働状況を踏まえ、適正

な施設・設備の規模について、適宜検討します。 

施設・設備の長寿命化等の投

資の平準化 

施設・設備については適切な修繕によって長寿命化を図

り、実耐用年数を考慮した更新費用を見込みます。 

なお、更新費用は年間約５億円程度（うち管路１．５億円

程度）を見込んでいます。 
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    イ 財源についての検討状況等 

料金 

今回の試算における今後１０年間の経営状況は、収益的

収支において概ね収支黒字を維持し、資金面においても

今後必要となる建設工事資金を内部留保資金で賄うこと

が可能であるとしておりますが、令和１０年度以降は純

損失決算となる見込みです。このことから、今後の人口減

少の加速化や景気変動等による社会情勢の変化がある場

合、経営がさらに悪化する可能性があるため、常に健全経

営の合理化を図るとともに、適宜収支計画の見直しを行

い、状況に応じて需要に見合う施設再編や料金改定など、

抜本的な対策について検討してまいります。 

企業債 

企業債については、常に利率動向に注視しながら資金残

高不足が発生しないよう必要に応じて借入れるものと

し、当面は企業債充当率（建設改良費に対する企業債借入

額の割合）を８０％といたします。また、今後も増加する

見込みの水道施設の更新を計画的かつ円滑に進めるた

め、経営状況に応じて有効に活用することを検討します。 

繰入金 

公営企業は独立採算が原則ですが、経費のうちその性質

上水道事業経営に伴う収入をもって充てることが適当で

ない経費については、地方公営企業法繰出基準に準じて、

適宜、基準内繰入金を見込んでいます。主なものとしては

消火栓の設置及び維持管理費、企業職員に係る児童手当

に要する経費などがあります。また、災害等の突発的事象

に伴い管路等の早期復旧工事等が発生し、企業債及び自

己財源等で対応困難な場合には、一般会計からの基準外

繰入金による財政支援についても、必要に応じて検討し

てまいります。 

資産の有効活用等による収入

増加の取組 

事業運営に必要な資金を確保した上で、定期預金等につ

いても検討してまいります。 

 

第６ 経営戦略の検証 

１ 経営戦略の事後検証、改定等に関する事項 

経営戦略の事後検証、改定等

に関する事項 

毎年度、経営戦略に示した目標指標と実績（決算）の比較

による進捗管理を行うとともに、おおむね５年を目途に

総合的な検証を実施するほか、計画と実績に大幅な乖離

が生じ、方針及び施策に変更が必要な場合には、事業の見

直し改善を行うこととします。 
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【別紙１】経営比較分析表（団体全体／令和元年度決算） 

 

※出典：総務省 HP より 令和元年度決算 経営比較分析表 

（https://www.soumu.go.jp/main_sosiki/c-zaisei/kouei/r01keieihikakubunsekihyo.html） 
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